
三股町立文化会館自主文化事業　● 問い合わせ・電話予約／三股町立文化会館　Tel. 0986−51−3462 ／ Fax. 0986−51−3561

■開催日時　　　3月15日（土）　開場／午後６時30分　開演／午後７時

■料　　金  　　 一　　　般…………2,000円（当日2,500円）
　　　　　　　　高校生以下…………1,000円（当日1,500円）（未就学児含む）

■チケット発売　１月31日（木）　午前10時 発売開始

■出　　演　　　芹 洋子　　　

■伴　　奏　　　鈴木真紀子（フルート）、田中修二（ピアノ）　　　

■場　　所　　　町立文化会館

■
内
容

　
「
と
り
あ
え
ず
、
さ
よ
う
な
ら
」　
（
作
・
渡
邉　

眞
美
）

　
「
団
欒
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
作
・
島
田　

佳
代
）

　
「
佳
き
日
に
」　　
　
　
　
　
　
　
　
（
作
・
小
水
流
美
紀
）

■
開
催
日
時　
（
い
ず
れ
も
開
場
は
開
演
の
30
分
前
で
す
）

　

２
月
22
日
（
金
）　　

午
後
７
時
30
分 　
　
　
　

開
演

　

２
月
23
日
（
土
）　　

午
後
２
時
／
午
後
７
時　

 

開
演

　

２
月
24
日
（
日
）　　

午
後
２
時　
　

 　
　
　
　

開
演

■
料
金 

　

一　

般
…
…
…
…
…
１
、５
０
０
円
（
当
日
１
、８
０
０
円
）

　

小
学
生
〜
高
校
生
…
１
、０
０
０
円
（
当
日
１
、２
０
０
円
）

　

ペ　

ア
…
…
…
…
…
２
、５
０
０
円
（
前
売
の
み
・
予
約
不
可
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
席
自
由
（
※
日
時
指
定
）

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売

　

前
売
り
開
始　

１
月
15
日

　

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト（
Ｌ
コ
ー
ド 

８
９
７
４
０
）

　

三
股
町
立
文
化
会
館　

☎
０
９
８
６
︲
51
︲
３
４
６
２

■
出
演　
あ
べ
ゆ
う
／
上
元
千
春
／
濱
砂
崇
浩
／
上
田
政
子　
ほ
か

■
場
所　

町
立
文
化
会
館

■
主
催　

三
股
町
・
三
股
町
教
育
委
員
会
・
劇
団
こ
ふ
く
劇
場

■
お
問
い
合
わ
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売

　

三
股
町
立
文
化
会
館　

☎
０
９
８
６
︲
51
︲
３
４
６
２

劇
団
こ
ふ
く
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演
＃
13　
　
　
　

レ
コ
ー
ド
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
・
シ
リ
ー
ズvol.4

『
三
十
、
か
も
』

 

あ
れ
？
き
づ
け
ば
、
い
つ
の
間
に
か
、
も
う
…

三
人
の
女
性
劇
作
家
に
新
作
の
書
き
下
ろ
し
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

お
題
は
「
女
、
30
歳
、
そ
れ
と
、
ピ
ア
ノ
、
一
台
」。

そ
う
し
て
生
ま
れ
た
、
で
き
た
て
ほ
や
ほ
や
の
短
編
３
作
品
を
一
挙
上
演
し
ま
す
。

芹洋子
ふれあいコンサート

思
い
出
の
歌
、
日
本
の
歌
、
ふ
る
さ
と
の
歌

い
ま
、
わ
た
し
た
ち
が
、
世
代
を
超
え
て

歌
い
継
ぎ
た
い
も
の

芹 

洋
子

清
楚
で
透
明
感
あ
ふ
れ
る
の
び
や
か
な

歌
唱
で
、
日
本
の
叙
情
、
ふ
る
さ
と
へ

の
限
り
な
い
愛
着
、
そ
し
て
、
自
然
と

人
の
や
さ
し
い
か
か
わ
り
を
讃
歌
す
る

叙
情
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
。

近
年
は
、
地
球
環
境
保
全
を
テ
ー
マ
に

し
た
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
開
催
。

世
代
を
超
え
て
心
に
残
る
歌
を
歌
い
継

ぐ
歌
手
と
し
て
活
動
中
。

■プログラム

●四季の歌
●坊がつる讃歌
●おもいでのアルバム
●いい日旅立ち

●旅立ちの日に
●おぼろ月夜
●みかんの花咲く丘
●忘れな草をあなたに　ほか

※曲目につきましては、当日、変更になる場合があります。ご了承ください。

※内容に変更がある場合があります。あらかじめご了承ください。

Yoko Seri Fureai Concert

※
平
成
19
年
度
文
化
庁
芸
術
団
体
人
材
育
成
支
援
事
業

花と緑と水のまち

M i m a t a  P u b l i c R e l a t i o n s

2008 Vol.449
平成20年1月１日発行1

町長、町議会議長が
新年のあいさつをいたします

新年のごあいさつ
迎春

平成18年度決算報告
町のお金、このように使われました
お知らせ

民生委員・児童委員を紹介します
あなたの地区の…
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︱
昨
年
を
振
り
返
っ
て
︱

多
く
の
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支

援
に
よ
り
ま
し
て
、
昨
年
も
多
く
の
事
業

に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
政

を
担
う
そ
の
責
務
の
重
大
さ
に
身
を
引
き

締
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

国
内
で
は
、
昨
年
七
月
に
発
生
し
た
新
潟

県
中
越
沖
地
震
、
県
内
で
も
台
風
四
号
・
五

号
が
日
向
市
や
日
之
影
町
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
す
な
ど
、
自
然
災
害
に
憂
慮
す

る
場
面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
世

界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
原
油
価
格
の
高

騰
に
よ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
を
は
じ
め
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
必
需
品
の
値
上
げ
が
、

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
明
る
い
話
題
も
絶
え
な
い
一
年

で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
一
月
に
就
任
さ
れ
た
東
国
原
英
夫

知
事
の
東
奔
西
走
に
よ
り
ま
し
て
、
全
国

に
何
か
と
宮
崎
県
の
話
題
が
巻
き
起
こ

り
、
県
全
体
が
活
気
に
あ
ふ
れ
、
本
町
に

お
い
て
も
明
る
い
話
題
の
多
か
っ
た
一
年

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
日
本
人
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
話
題
は
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
本
町
に
お
い
て
も
三
股
中
学
校
部
活

動
が
剣
道
団
体
お
よ
び
女
子
個
人
陸
上

八
百
㍍
の
二
種
目
で
全
国
を
制
す
る
と
い

う
偉
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
、
本
町
に
大
き

な
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

畜
産
業
に
お
い
て
も
、
五
年
お
き
に
開

か
れ
る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
お
い
て

は
、
去
勢
肥
育
牛
の
部
門
で
本
町
か
ら
全

国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
を

筆
頭
に
、
県
枝
肉
共
進
会
の
肉
豚
枝
肉
部

門
で
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
地
区
和
牛
共
進

会
で
の
数
々
の
好
成
績
な
ど
、
本
町
畜
産

業
の
技
術
の
高
さ
と
そ
の
品
質
の
良
さ

は
、
他
の
産
業
に
も
大
き
な
励
み
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
十
月
に
は
優
良
企

業
で
あ
る
（
株
）
え
び
の
電
子
三
股
工
場

が
立
地
し
て
、
雇
用
の
場
が
で
き
た
こ
と

は
、
ま
さ
に
本
町
に
大
き
な
活
力
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
多
く
の
皆

さ
ま
が
国
や
県
よ
り
、
数
々
の
栄
誉
あ
る

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
鑑
み
ま

す
と
、
昨
年
一
年
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、町
政
運
営
に
対
し
、皆
さ
ま
方
か
ら
温
か
い
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

桑
畑 

和
男

三
股
町
長

Kazuo Kuwahata

中
石 

髙
男

三
股
町
議
会
議
長

Takao Nakanishi

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、平
成
二
十
年
の
元
旦
を
、ご
自
身
や
ご
家
族
の
健
康
・
幸
せ
を
願
い
つ
つ
、

心
新
た
な
気
持
ち
で
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新年あけまして
おめでとうございます

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
一
月
に
は
東
国

原
知
事
が
誕
生
し
、
宮
崎
県
が
一
年
中

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
県
庁

見
学
が
観
光
コ
ー
ス
に
組
み
込
ま
れ
る

出
来
事
が
発
生
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
多
く
の
著
名
な
会
社
、
商
店

で
賞
味
期
限
や
産
地
の
偽
造
が
発
覚
、
七

月
の
参
院
選
で
は
与
党
が
大
敗
、
そ
の
結

果
、
参
院
で
与
野
党
勢
力
が
逆
転
す
る

「
ね
じ
れ
国
会
」
現
象
の
発
生
、
安
倍
総

理
の
突
然
の
辞
任
、
福
田
内
閣
の
発
足
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
に
明
け
暮
れ

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
町
内
で
は
、
中
学
校
の
駅
伝
部

や
剣
道
部
の
全
国
大
会
・
九
州
大
会
・
県

大
会
で
の
輝
か
し
い
活
躍
や
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
で
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
の

受
賞
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
く
い
ま
ー
る

活
力
あ
ふ
れ
る
一
年
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま

す
。一

方
、
行
政
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
昨

年
四
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
く
い

ま
ー
る
」
の
運
行
開
始
を
は
じ
め
、
三
股

中
学
校
大
規
模
改
修
事
業
な
ら
び
に
長
田

地
区
簡
易
水
道
整
備
事
業
、
中
原
第
三
団

地
建
替
事
業
や
公
共
下
水
道
整
備
事
業
、

障
害
者
支
援
事
業
や
子
育
て
支
援
事
業
、

自
主
文
化
事
業
開
催
に
よ
る
総
合
文
化
施

設
運
営
な
ど
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と

に
各
種
の
事
務
事
業
を
順
調
に
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

︱
町
を
取
り
巻
く
情
勢
と

　
　
　
　

今
年
の
重
点
項
目
︱

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
高

度
化
す
る
行
政
需
要
と
国
や
地
方
の
財
政

難
の
深
刻
化
も
あ
い
ま
っ
て
、
今
後
も
厳

し
い
局
面
が
続
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
町
は
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
に
も
、
三
股
町
が
三
股
町
で
あ

る
た
め
に
、
皆
さ
ま
方
と
と
も
に
つ
く
り

上
げ
る
「
活
力
に
あ
ふ
れ
心
あ
た
た
ま
る

住
み
よ
い
ま
ち 

み
ま
た
」
の
実
現
に
向
け

て
、
計
画
的
な
事
業
を
推
し
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
重
点
項
目
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
三
股
駅
周
辺
の
整
備
を
計
画
い

た
し
て
お
り
ま
す
。本
町
の
玄
関
口
で
あ

り
、
顔
で
も
あ
る
三
股
駅
お
よ
び
そ
の
周

辺
地
域
は
、
行
政
、
金
融
、
文
化
教
育
、
商

業
、
医
療
な
ど
の
各
種
機
関
が
集
約
さ
れ

て
い
な
が
ら
も
、
駅
舎
自
体
の
老
朽
化
を

は
じ
め
、
交
通
の
結
節
点
や
街
路
な
ど
の

基
盤
水
準
が
低
く
、
空
き
店
舗
や
空
き
地

が
増
加
す
る
な
ど
、
か
つ
て
の
中
心
市
街

地
と
し
て
の
面
影
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
現
況
を
憂
う
住
民
の
声

は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
長
年
に
わ
た
り

当
地
域
の
再
開
発
に
つ
い
て
の
検
討
、
協

議
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
は
、本
町
が
平
成
十
六
年
に「
ど

ぶ
ろ
く
特
区
」
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
町
商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て
本
町
特

産
品
の
さ
ら
な
る
開
発
な
ど
と
い
っ
た
、

住
民
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
機
運
が
高

ま
り
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
町
外
へ
の
情
報
発
信
の
場
、
地
域
住

民
の
相
互
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
拠

点
、
さ
ら
に
は
農
、
商
、
工
業
の
拠
点
と

な
る
べ
き
産
業
会
館
の
建
設
が
望
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、当
地
区
を
商
業
圏
、

さ
ら
に
は
生
活
圏
と
し
て
の
快
適
性
と
利

便
性
を
兼
ね
備
え
た
本
町
に
お
け
る
経

済
活
力
と
産
業
振
興
の
源
、
そ
し
て
地
域

生
活
の
中
核
と
し
て
、
当
地
域
の
再
構
築

を
検
討
し
て
ま
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。そ

の
結
果
、
商
工
会
館
と
物
産
館
を
併

設
し
た
産
業
会
館
の
整
備
を
は
じ
め
、
両

施
設
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
駐
車
場
整

備
、
駅
周
辺
道
路
の
整
備
を
随
時
行
っ
て

い
く
所
存
に
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、Ｊ
Ｒ

三
股
駅
お
よ
び
昨
年
運
行
を
開
始
い
た

し
ま
し
た
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
く
い

ま
ー
る
」
事
務
所
を
配
備
し
た
交
通
拠
点

施
設
と
し
て
の
駅
舎
改
築
も
検
討
、
協
議

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
行
財
政
改
革
を
引
き
続
き
念
頭

に
置
き
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運

営
を
行
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
「
第
四
次
三
股
町
総

合
計
画
（
後
期
）」
を
指
針
目
標
と
し
な
が

ら
、
町
営
住
宅
の
環
境
整
備
や
町
道
の
整

備
改
良
、
下
水
道
関
連
施
設
の
整
備
、
都

市
公
園
な
ど
の
充
実
に
よ
る
「
生
活
環
境

の
向
上
」、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
畜
産

業
振
興
や
、
誘
致
企
業
の
立
地
促
進
、
商

工
業
支
援
に
よ
る
「
産
業
育
成
」、
ま
た
各

小
中
学
校
の
施
設
整
備
に
よ
る
「
教
育
環

境
の
充
実
」
な
ど
、
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に

密
着
し
た
事
業
に
継
続
し
て
積
極
的
に
取

り
組
み
、
町
民
福
祉
の
向
上
を
図
っ
て
ま

の
導
入
な
ど
明
る
い
話
題
の
多
い
年
で

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
に
は
町
議
会
議
員
選
挙

が
六
名
の
定
数
削
減
の
も
と
実
施
さ
れ
、

十
二
名
の
議
員
が
誕
生
し
た
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

国
内
で
は
記
録
的
な
猛
暑
の
年
と
な

り
、
七
十
四
年
ぶ
り
に
最
高
気
温
が
更
新

し
、
社
会
面
で
は
昨
年
も
前
年
に
変
わ
ら

ず
悲
惨
、
残
虐
な
事
件
・
事
故
が
報
道
さ

れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
の
今
年
は
、
明
る
い
話
題
の

多
い
年
、
幸
多
き
年
に
な
る
よ
う
願
い
た

い
も
の
で
す
。

さ
て
、
町
政
の
現
況
に
触
れ
ま
す
と
、

本
町
が
自
立
の
道
を
選
択
し
、
四
年
目
の

元
旦
を
迎
え
ま
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
厳

し
い
財
政
状
況
下
に
あ
り
、
行
財
政
改
革

の
真
最
中
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
中
、

三
股
中
学
校
の
全
面
改
築
や
中
原
団
地

の
建
替
え
な
ど
の
大
型
事
業
を
継
続
事

業
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
現
状
の

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
将
来
の
町
の

発
展
、
町
民
の
福
祉
向
上
を
念
頭
に
置

き
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
行
政
効
果
が

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
事
業
の
推
進
に
当

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

︱
発
展
と
躍
進
に
向
け
て
︱

今
後
と
も
、
三
股
町
の
限
り
な
い
発
展

と
躍
進
に
向
け
て
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
方
に
と
り
ま

し
て
、
今
年
一
年
が
、
ど
う
ぞ
す
ば
ら
し

い
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

た
っ
て
は
常
に
慎
重
審
議
を
重
ね
、
議
会

と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
各
位
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
さ
ま
方
の
こ
の
一
年
間

の
ご
健
康
・
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
年
頭
に

当
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
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町
は
、
こ
の
ほ
ど「
財
政
事
情
」
と

し
て「
平
成
18
年
度
決
算
」
を
公
表
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
の
財
政
が
ど
の

よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
の
か
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
す
る
た
め
に
公
表
す
る
も
の
で
す
。

町
の
財
政
は｢

一
般
会
計｣

と｢

特
別

会
計｣

、｢

企
業
会
計｣

に
分
か
れ
て
い

ま
す
。　

「
一
般
会
計
」
は「
民
生
費
」
や「
土
木

費
」
な
ど
、
町
が
行
政
を
運
営
す
る
う

え
で
の
基
本
と
な
る
会
計
で
、
決
算
額

の
約
５
割
に
当
た
り
ま
す
。

「
特
別
会
計
」
は
一
般
会
計
と
異
な
る

独
立
し
た
会
計
で
、
特
定
の
事
業
を
行

う
も
の
で
す
。昨
年
度
は
８
つ
の
事
業

が
特
別
会
計
と
し
て
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た「
企
業
会
計
」
と
は
、
あ
る
事
業

の
収
入
で
賄
う
独
立
採
算
制
の
会
計
で
、

「
上
水
道
」
と「
病
院
」
の
事
業
が
あ
り

ま
す
。

18
年
度
の
一
般
会
計
と
８
つ
の
特

別
会
計
、
２
つ
の
企
業
会
計
を
合
わ
せ

た
総
額
は
、
歳
入
が
１
６
０
億
５
９
４

１
万
円
、
歳
出
が
１
５
４
億
６
３
４
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す（
表
①
）。

一
般
会
計
は
、
歳
入
が
86
億
４
７

８
０
万
円（
対
前
年
度
比
５
・
２
㌫
減
）、

歳
出
が
83
億
８
５
１
２
万
円（
対
前
年

度
比
５
・６
㌫
減
）
と
な
り
、２
億
６
２

６
８
万
円
の
繰
り
越
し
と
な
っ
て
い
ま

す
。歳

入
で
は
、
地
方
交
付
税
、
公
営
住

宅
建
替
事
業
に
よ
る
国
庫
支
出
金
、
災

害
復
旧
事
業
に
よ
る
県
支
出
金
、
一
部

事
務
組
合
清
算
返
還
金
な
ど
に
よ
る

諸
収
入
が
大
き
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
構
成
内
容
を
見
る
と
、
町
税
16

億
５
６
６
７
万
円（
構
成
比
19
・
２
㌫
）

を
柱
と
す
る
自
主
財
源
は
34
・
５
㌫
と

な
っ
て
い
て
、
依
然
と
し
て
財
政
基
盤

は
弱
く
、
依
存
財
源
が
65
・
５
㌫
と
高

い
比
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

歳
出
の
目
的
別
で
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
増
額
と
な
っ
た
も
の
が
民
生
費

（
児
童
手
当
の
改
正
な
ど
）、教
育
費（
中

学
校
の
大
規
模
整
備
事
業
が
始
ま
っ
た

■ 自主財源　29億8,539万円（34.5㌫）
町税など、地方公共団体が自主的に収入し得る財源。

■ 依存財源　56億6,241万円（65.5㌫）
国、県より定められた額を交付されたり、
割り当てられたりする財源

■ 町民の税負担　（町税÷人口・世帯）

1人あたり／6万6,397円　1世帯あたり／16万9,065円
■ 町民の借入額　（町債現在残高÷人口・世帯）

1人あたり／26万8,637円　1世帯あたり／68万4,026円
※平成19年4月1日現在（住民基本台帳人口）人口24,951人　世帯9,799戸

皆さんが納めた税金や負担金のほか、国や県からの交付金や補助金などは、
町民の皆さんの生活をよりよいものにするために使われています。
こうしたお金がどのくらい納められ、どのように使われているのかを、
町の財政事情として広く知っていただくために、毎年決算を公表しています。

◎平成18年度歳入歳出決算額（表①）

項 目 解 説

歳入歳出
町 税／町民税や固定資産税、軽自動車税，法人町民税など
繰 入 金／特別会計や基金などから一般会計に繰り入れるもの
繰 越 金／前年度決算の剰余金を翌年度へ繰り越すもの
分担金及び負担金／保育料など特定の事業のために徴収するもの
使用料及び手数料／公営住宅使用料など受益者が実費負担するもの
諸 収 入／預金利子や町が融資した貸付金などの返済金など
地 方 交 付 税／国の所得税や酒税などを、町の財政需要に応じて

　国から交付されるもの
国 庫 支 出 金／町で事業を行ううえで、国が負担、補助するもの
県 支 出 金／町で事業を行ううえで、県が負担、補助するもの
町 債／町が国や銀行などから借り入れる資金

総 務 費／管理事務のほか戸籍や統計、徴税、選挙などに必要な経費
民 生 費／児童福祉や高齢者福祉などに必要な経費
衛 生 費／保健予防やごみ処理などに必要な経費
農林水産業費／農畜産業や林業、水産業に必要な経費
土 木 費／道路や橋、河川、公園、公営住宅などに必要な経費
消 防 費／消火・防火活動や、災害の被害軽減に必要な経費
教 育 費／学校教育や生涯学習、スポーツ、芸術文化に必要な経費
議 会 費／議員報酬や費用弁償など議会の活動に必要な経費
商 工 費／商工業の振興や観光事業に必要な経費
災害復旧費／災害によって生じた被害の復旧に必要な経費
公 債 費／公債（町の借金）や一時借入金の償還（返済）などに必要な経費

決算報告
平成18年度

歳
出

歳
入

※「地方財政状況調査による分析後の数値」です。
※すべての表で、合計と内訳が一致しないところは、1,000円単位での四捨五入によるものです。

町税
16億5,667万円

（19.2㌫）

繰越金 2億3,960万円 （2.8㌫）

諸収入など
5億2,257万円（6.0㌫）

分担金及び負担金� 2億9,919万円
使用料及び手数料� 1億1,187万円
財産収入� 1,373万円
寄附金� 100万円
諸収入� 9,678万円

その他
6億3,637万円（7.4㌫）

地方譲与税� 3億2,589万円
利子割交付金� 631万円
配当割交付金� 428万円
株式等譲渡割交付金� 328万円
地方消費税交付金� 1億9,017万円
自動車取得税交付金� 5,067万円
地方特例交付金� 5,154万円
交通安全対策特別交付金� 423万円

依存財源
65.5㌫

民生費
25億4,679万円

（30.4㌫）

その他　1億5,651万円（1.9㌫）
　議会費	 9,151万円
　商工費	 5,414万円
　災害復旧費	 1,086万円

消防費
1億9,345万円

（2.3㌫）

総務費
11億4,872万円

（13.7㌫）

土木費
9億5,256万円

（11.4㌫）

一般会計　歳入総額
86億4,780万円

地方交付税
26億6,884万円

（30.9㌫）

町債
8億9,810万円

（10.4㌫）

国庫支出金
9億490万円

（10.5㌫）

繰入金
5億6,655万円

（6.6㌫）

自主財源
34.5㌫

農林水産業費
4億4,251万円

（5.3㌫）

教育費
12億3,709万円

（14.8㌫）

公債費
9億6,497万円

（11.5㌫）

県支出金
5億5,420万円

（6.4㌫）

一般会計　歳出総額
83億8,512万円

衛生費
7億4,252万円

（8.9㌫）

◎ 町債現在残高 （67億277万円）

政府資金  財政融資資金
	32億6,923万円（48.8㌫）

政府資金  簡保資金
	  6億2,913万円（9.4㌫）

政府資金  郵貯資金
  4億2,211万円（6.3㌫）

公営企業金融公庫資金
	 2億3,840万円（3.6㌫）

銀行・その他
21億4,389万円（32.0㌫）

66億277万円

た
め
）
で
す
。一
方
、
前
年
よ
り
減
と

な
っ
た
も
の
は
、
土
木
費（
中
原
団
地

建
替
事
業
費
減
に
よ
る
）、総
務
費
、衛

生
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
な
ど（
基
金

積
立
・
町
立
病
院
清
算
経
費
・
災
害
復
旧

事
業
な
ど
の
17
年
度
事
業
費
減
に
よ

る
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
構
成
比
で
見
る
と
、
全
体
の

約
３
割
を
児
童
福
祉
費
な
ど
の
民
生
費

が
占
め
て
い
て
、
以
下
教
育
費
、
総
務

費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

も
、
生
活
関
連
事
業
や
住
民
福
祉
施
策

な
ど
、
高
ま
る
行
財
政
需
要
に
積
極
的

に
対
応
す
る
一
方
、
常
に
財
政
の
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
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税
務
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政
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財
政
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☎
52
︱
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
）

◎平成18年度の主な建設事業
中原団地建替事業 ５億  517万円

三股中学校整備事業 ３億3,406万円

総合文化施設周辺整備事業 １億3,542万円

浄化槽設置整備事業 5,650万円

保育園施設整備事業補助金 5,059万円

上米公園整備事業 4,607万円

三股町武道体育館改修事業 2,980万円

中原地区ふるさと農道緊急整備事業 2,284万円

三股西小学校床張替工事 247万円

防犯灯設置事業 22万円

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額
一般会計 86億4,780万　436円 83億8,511万9,049円 ２億6,268万1,387円
特別会計 69億9,383万2,445円 66億2,150万1,482円 ３億7,233万　963円

国民健康保険事業 26億7,205万4,970円 24億3,779万2,333円 ２億3,426万2,637円
老人保健事業 21億7,618万6,262円 21億2,050万5,234円 5,568万1,028円
梶山地区農業集落排水事業 4,419万1,264円 4,410万7,249円 8万4,015円
宮村南部地区農業集落排水事業 3,884万2,006円 3,878万3,974円 5万8,032円
介護保険事業 15億7,687万6,400円 14億9,529万8,230円 8,157万8,170円
介護保険サービス事業 386万4,003円 335万9,433円 50万4,570円
墓地公園事業 3,116万8,287円 3,104万9,310円 11万8,977円
公共下水道事業 ４億5,064万9,253円 ４億5,060万5,719円 4万3,534円

企業会計（収益的収支決算） ４億1,777万3,202円 ３億9,971万9,806円 1,805万3,396円
水道事業 ３億9,716万5,827円 ３億4,076万3,073円 5,640万2,754円
国民健康保険病院事業 2,060万7,375円 5,895万6,733円 △3,834万9,358円

合　　　計 160億5,940万6,083円 154億　634万　337円 6億5,306万5,746円



あ
な
た
の
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

町
内
に
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
」
が
50
人
い
ま
す
。
担
当
す
る
地

域
の
要
保
護
者
（
低
所
得
者
、
児
童
、

障
害
者
、
高
齢
者
、
母
子
、
寡
婦
な

ど
）
の
相
談
や
指
導
に
あ
た
る
ほ
か
、

社
会
福
祉
施
設
へ
の
協
力
や
連
絡
調

整
な
ど
、
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
活

動
す
る
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
民
間
の
奉
仕
者
で
す
。
任
期

は
３
年
で
、
全
国
に
約
21
万
人
の
委

員
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
昨
年
12
月
１
日
に
新

し
い
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
委
員

は
、
各
担
当
地
区
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
で
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
に

親
身
に
な
っ
て
応
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
問
題
を
専

門
的
に
担
当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」

神宮司　正　子
52−3123
山王原（2・3・4・5）

別　納　征　歐
52−2425
田上

和　田　　戦
52−4889

谷

宮　里　卓　爾
52−4681
小鷺巣

富　田　康　彦
52−7506
檪田

盛　田　　充
52−0942
大鷺巣・高畑

児　玉　多可子
52−4022
寺柱

猿　渡　征　夫
52−6130
勝岡

楠　原　幸　子
52−1663
梶山（5・6・9）

黒　山　芳　友
54−1225
轟木

榎　田　佳　子
52−5110
梶山（1〜4・7・8）

松　崎　政　行
54−1338
大野、大八重

髙　野　　昇
54−1002
仮屋

中　村　洋　子
52−7222
上米（1〜4）

田　牧　和　子
52−3294
中米

上　西  幸 　一
52−1935
上米（5〜7）

蔵　元　マサ子
52−2517

仲町（4・5・7・8・9・10・11）

坂　元　君　子
52−2185
仲町（1・2・3・6）

久　松　五　雄
51−0693

山王原（6・13・14・15・18）

上　徳  辰　美
52−9212

山王原（1・7・8・16・17）

木佐貫加代子
52−1728

山王原（9・10・11・12）

も
配
属
さ
れ
、
地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
一
体
と
な
っ
て
、
児
童

健
全
育
成
や
子
育
て
支
援
の
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

☎
52
–
１
１
１
１
（
内
線
１
６
４
）

重　久　久　子
52−3276
餅原

田　上　末　雄
52−6591
前目（5・6）

北　村　勝　𠮷
52−2647

蓼池（1〜3・8・14・16）

西　田　政　代
52−1238
前目（1・2・3・4）

堀　内　義　明
52−2685
蓼池（4〜7）

内　田　悦　子
52−2736
蓼池（9〜13・15）

岩　元　兼　夫
52−6361
中原

児　島　シヅ子
52−2072
上新

日　髙　隆　光
52−6178

下新（5・6・11・13・14）

細山田　篤　子
52−1749
三原

池　田　英　子
52−7997

下新（8・9・10・12・15・16）

福　田　清　子
51−1321
下新（1・2・3・4・7）

森　　美　乃
52−5327

東原（1・2・3・4・14）

下　沖　フミ子
52−2646
今市（1・2・3・5・8）

帖　佐　逸　雄
51−2560
花見原

武　本　　博
52−3776
今市（4・6・7・9）

小　薗　邦　雄
51−1125

東原（6・9〜12・16・17）

髙　畑　眞智子
52−1301

東原（5・7・8・13・15）

持　原　雅　子
52−7441

西植木（1〜3・5・6）

南　畑　幸　三
52−0733
稗田（2・3・5・6）

山　元　邦　子
52−1556
東植木（1〜7）

松　田　松　男
52−2648
稗田（1・4）

竹　村　弘　子
52−8389

東植木（12・14〜20）

町　田　胤　夫
52−4295

東植木（8〜11・13）

田　中　義　光
52−5270
西植木（9〜11）

𠮷　田　孝　見
52−0867

三股町全域（主任児童委員）

和　田　文　夫
52−8376
西植木（４・7・8）

小　牧　八壽子
52−0131

三股町全域（主任児童委員）

鍋　倉　セツ子
52−2310

三股町全域（主任児童委員）

※
氏
名
、
電
話
、
担
当
地
区
の
順
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

�広報みまた 2008.1 �
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Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8

TEL.51-3200 FAX.51-3751

◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2

TEL.51-3462 FAX.51-3561

Culture

【
癒
し
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
】

12
月
１
日
、
都
城
市
在
住
の
川
﨑
圭
子
さ

ん（
う
た
）、本
田
律
子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）、町
在

住
の
上
之
園
謙
治
さ
ん（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

の
３
人
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ「
音
音（
ね
ね
）」

の
コ
ン
サ
ー
ト
、﹃
音
音　

〜
こ
こ
か
ら
、
音

楽
の
お
く
り
も
の
〜
﹄
を
開
催
し
ま
し
た
。

喜
楽
童Toshi

小
島
さ
ん（
世
界
最
古
の

木
管
楽
器
デ
ィ
ジ
ュ
リ
ド
ゥ
）、
小
島
七
海

さ
ん（
う
た
）
の
２
人
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、一

緒
に
日
本
の
童
謡
を
ア
レ
ン
ジ
。「
癒
し
」
を

テ
ー
マ
に
温
か
く
、
ゆ
っ
た
り
と
心
地
よ
い

音
楽
が
詰
ま
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
盤
に
はToshi

小
島
＆
七
海

＆
上
之
園
謙
治
に
よ
るFree Live

（
即
興
で

の
演
奏
）
な
ど
も
あ
り
、観
客
も
デ
ィ
ジ
ュ
リ

ド
ゥ
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に

う
っ
と
り
と
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
の「
世
界
中
の
子
ど
も

た
ち
が
笑
顔
で
生
き
て
い
る
」（
作:Toshi

小
島
）
で
は
、文
化
会
館
事
業
と
し
て
行
っ
て

「
お
は
な
し
隊
」が
や
っ
て
く
る
！

全
国
の
都
道
府
県
を
巡
回
し
て
い
る
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
「
お
は
な
し
隊
」が
２
月
に
、宮

崎
県
に
来
ま
す
。キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
壁
に

は
絵
本
の
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
よ
う
な
色
鮮
や

か
な
絵
が
描
か
れ
て
い
て
、
車
内
に
は
約

５
０
０
冊
の
絵
本
が
展
示
し
て
あ
り
、
自
由

に
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。内
容
は「
お
は
な

し
隊
」
隊
長
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
見
学
や
車
内
の
絵
本
を
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。町
立
図
書
館
へ
の
訪

問
は
２
月
10
日（
日
）で
す
。

午
後
３
時
〜
３
時
30
分　

お
は
な
し
会

午
後
３
時
35
分
〜
４
時
５
分

　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
見
学

対
象
児
童
は
２
歳
〜
８
歳
を
中
心
と
し
て

い
ま
す
。本
と
の
楽
し
い
出
会
い
の
時
間
で

す
。親
子
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の
な
か
に
図
書
館
を

図
書
館
の
目
玉
で
あ
る「
く
ら
し
と
生
活

の
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、暮
ら
し
に
密
着
し
た
本

を
多
数
そ
ろ
え
て
い
て
、
利
用
者
に
人
気
の

会場が一体となった「音音」のコンサート

毎回好評のロビーコンサート。リクエスト募集中です！

豊富な資料をそろえている「くらしと生活のコーナー」。ご利用ください！

２月に「おはなし隊」がやってきます！ご期待ください！

い
る︻
み
ま
た
座
︼
の
団
員
と
、児
童
合
唱
団

︻bam
bino voce

︼
の
子
ど
も
た
ち
が
舞
台

に
立
ち
、
会
場
全
体
で
合
唱
す
る
な
ど
の
サ

プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
会
場
は
大
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

【
文
化
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
て
！
】

毎
週
水
曜
日（
第
三
水
曜
を
除
く
）に
文
化

会
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
、
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は「
小
さ
な
音
楽
会
」の

皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
な
じ
み
の
あ
る
童
謡
や
、
最
近
の
歌

謡
曲
な
ど
を
幅
広
く
演
奏
し
ま
す
。図
書
館

利
用
者
も
楽
し
い
音
色
に
思
わ
ず
足
を
止
め

る
よ
う
な
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
リ
ク
エ

ス
ト
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
な
た
の

好
き
な
曲
、
お
子
さ
ん
の
好
き
な
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
な
ど
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？
リ
ク
エ
ス
ト
は
、窓
口
、電

話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。ド
シ
ド

シ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ナ
ー
で
す
。取
り
そ
ろ
え
て
い
る
ジ
ャ

ン
ル
は
次
の
と
お
り
で
す
。

園
芸
：
花
の
種
類
、植
え
方
、庭
の
作
り
方

パ
ソ
コ
ン
：
文
章
の
作
り
方
、画
像
編
集

イ
ン
テ
リ
ア
：
家
づ
く
り
、収
納
、修
理

育
児
：
名
づ
け
、離
乳
食
、子
ど
も
の
病
気

手
芸
：
編
み
物
、洋
服
・
小
物
づ
く
り

美�

容
：
美
容
法
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、ヘ
ア
メ
イ

ク
、着
物
着
付
け
、ダ
イ
エ
ッ
ト

健
康
：
病
気
、薬
、食
事
療
法

食�

べ
物
：
料
理
、お
菓
子
づ
く
り
、保
存
食

づ
く
り
、飲
料（
ア
ル
コ
ー
ル
、お
茶
）

旅
行
：
温
泉
、ド
ラ
イ
ブ
、地
図
、観
光
地

そ
の
ほ
か
、Ｄ
Ｉ
Ｙ
、
冠
婚
葬
祭
、
占
い
・

風
水
、節
約
、暮
ら
し
の
知
恵
な
ど
の
本
が
あ

り
ま
す
。役
に
立
つ
情
報
満
載
と
な
っ
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

月
曜
日（
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
）・
祝
日
・
年

末
年
始（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
）・
第
３
水

曜
日（
館
内
整
理
日
）・
館
内
資
料
一
斉
点
検

（
年
１
回
15
日
以
内
）

交通事故は
もうたくさん

現
在
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
車
社
会
の
中

で
生
活
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
果
た

し
て
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
車
の
持
つ
危
険
性
や

運
転
者
と
し
て
の
責
任
、
こ
れ
ら
車
社
会
に

お
い
て
の
「
常
識
」
を
理
解
し
、自
覚
を
持
っ

て
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。お
そ
ら
く
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
車
を
便

利
な
道
具
の
一
つ
と
し
て
し
か
と
ら
え
て
い

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。わ
た
し
も

そ
の
中
の
１
人
で
し
た
。

当
時
、
わ
た
し
は
不
動
産
会
社
で
営
業
と

し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。仕
事
柄
、車
は
必
要

不
可
欠
で
公
私
に
わ
た
り
毎
日
利
用
し
て
い

ま
し
た
。そ
し
て
、仕
事
も
私
生
活
も
全
て
が

順
風
満
帆
で
、
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
家
族

と
一
緒
に
暮
ら
す
た
め
に
マ
イ
ホ
ー
ム
も
考

え
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
矢
先
に
悲
劇
は
突

然
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
日
も
お
客
さ
ま
と
の
契
約
を
終
了

し
、
夜
10
時
ご
ろ
に
仕
事
を
済
ま
せ
て
仕
事

仲
間
と
食
事
に
行
く
約
束
を
し
て
い
た
の

で
、車
で
現
地
に
向
か
い
ま
し
た
。そ
こ
で
わ

た
し
は
車
で
来
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
食

事
を
し
な
が
ら
少
量
で
す
が
酒
を
飲
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。

次
の
日
も
朝
か
ら
仕
事
だ
っ
た
の
で
、
１

時
間
ほ
ど
で
食
事
を
終
え
帰
ろ
う
と
車
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。し
か
し
、以
前
に
も
酒
気
帯
び

運
転
で
違
反
を
犯
し
て
い
る
の
で
、
車
で
10
分

ぐ
ら
い
で
家
に
帰
れ
る
距
離
で
す
が
、
仮
眠
を

取
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。お
よ
そ
２
時
間
後
、目

が
覚
め
車
を
発
進
さ
せ
ま
し
た
。

途
中
、
繁
華
街
を
通
り
抜
け
家
ま
で
あ
と
少

し
と
い
う
所
で
、急
に
「
ド
ン
」
と
い
う
衝
撃
が

車
の
左
前
部
に
響
き
ま
し
た
。と
っ
さ
に
、わ
た

し
は
左
側
を
見
ま
し
た
。そ
の
時
、ス
ッ
と
黒
い

物
体
が
通
り
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
瞬
間
、

も
し
か
し
た
ら
人
を
は
ね
て
し
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
う
思
う
と
怖
く

て
車
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
そ
の
ま
ま
走

り
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。家
に
着
き
、車
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
人
を
は
ね
て
し
ま
っ

た
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
損
傷
が
車
に
付
い
て

い
ま
し
た
。も
う
わ
た
し
は
目
の
前
が
真
っ
暗

に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、わ
た
し
は
自
分
の
保

身
ば
か
り
を
考
え
て
し
ま
い
、
被
害
者
の
こ
と

を
考
え
事
故
現
場
に
戻
り
救
護
す
る
こ
と
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
後
、一
晩
眠
れ
ぬ
夜
を
過

ご
し
、翌
日
に
な
っ
て
警
察
に
自
首
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
わ
た
し
は
道
路
交
通
法
違
反
と
業
務

上
過
失
致
死
で
緊
急
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。わ
た

し
は
１
人
の
尊
い
生
命
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

裁
判
に
よ
り
、
わ
た
し
は
懲
役
１
年
２
カ
月

Ｈ
・
Ｎ　

31
歳　

不
動
産
営
業

運
転
者
と
し
て
の
「
常
識
」

シャル・ヤナ

※贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

の
実
刑
判
決
を
受
け
、
現
在
は
刑
務
所
に
服

役
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
こ
の
事
故
に
よ
り
被
害
者
や

ご
遺
族
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
家
族
や

友
人
た
ち
に
も
多
大
な
迷
惑
を
掛
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。事
故
を
起
こ
し
た
被
害
者
が

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
場
を
去
っ
て
し

ま
っ
た
自
分
本
位
な
考
え
や
弱
い
心
、
そ
れ

ら
車
社
会
に
お
い
て
常
識
の
な
さ
を
改
善

し
、
わ
た
し
を
支
え
て
く
れ
た
家
族
と
婚
約

者
の
た
め
に
も
一
生
懸
命
生
き
て
償
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、ご
遺
族
の
方
と
示
談
中
で
す
が
、た

と
え
示
談
が
済
ん
だ
と
し
て
も
、
わ
た
し
の

ご
遺
族
の
方
へ
の
償
い
の
気
持
ち
に
終
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Bonne annee! 
ボ
ン
ナ
ー
ネ
ー
！

２
０
０
８
年
を
始
め
ま
す
。わ
た
し
は
三
股

町
で
最
後
の
６
カ
月
の
仕
事
に
な
り
ま
す
。

2
年
半
前
か
ら
、２
回
三
股
町
で
お
正
月
を

祝
い
、１
回
は
フ
ラ
ン
ス
に
帰
り
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
こ
こ
の
生
活
が
終
わ
り
ま
す

の
で
、７
月
ま
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
作
っ
た
関
係
を
さ
ら
に
強
く
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
。そ
し
て
、
２
年
間
、
フ
ラ
ン

ス
語
を
頑
張
っ
た
生
徒
さ
ん
は
、
今
フ
ラ

ン
ス
に
留
学
し
て
い
る
人
も
い
る
し
、
フ

ラ
ン
ス
語
能
力
試
験
を
受
け
る
人
も
い
ま

す
。本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
！
最
後
に
、宮
崎
県
の
い
ろ
い
ろ

な
場
所
を
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、訪

れ
た
い
と
思
い

ま
す
。例
え
ば
、

串
間
市
の
近
く

に
あ
る
サ
ル
が

い
る
幸
島
か
都

井
岬
の
馬
を
見

に
行
き
た
い
で

す
。
宮
崎
県
民

に
な
れ
た
感
じ

を
持
っ
て
い
ま

す
。
三
股
町
は

ず
っ
と
わ
た
し

の
一
部
だ
と
思

い
ま
す
。

交
通
事
故（
人
身
）発
生
ワ
ー
ス
ト
◎
県
内
５
位
／
平
成
19
年
11
月
30
日
現
在
（
31
市
町
村
中
）※
ワ
ー
ス
ト
…
悪
い
方
か
ら
の
順
位

※
市
町
村
数
は
、平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
の
市
町
村
数
と
な
り
ま
す（
県
警
統
計
に
よ
る
）。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！



ちの話題ま
MIMATA TOWN'S TOPICS

10広報みまた 2008.1 11

11
月
22
日
、
い
い
夫
婦
の
日
に

ち
な
ん
で
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
桑
畑
和
男
会
長
）
は
、都
城
市
内

の
ホ
テ
ル
で「
金
婚
式
祝
賀
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

本
会
は
昭
和
32
年
以
前
に
結
婚

し
、
こ
れ
ま
で
50
年
以
上
も
共
に

手
を
携
え
て
き
た
夫
婦
を
祝
お
う

と
い
う
も
の
で
、
仲
町
の
木
野
田

三
吉
さ
ん
・
敏
子
さ
ん
夫
妻
ら
38

組
が
参
加
し
ま
し
た
。

桑
畑
会
長
は「
い
つ
ま
で
も
夫

婦
仲
良
く
お
元
気
で
」と
、各
夫
妻

に
祝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。華
や

か
な
雰
囲
気
の
会
場
は
、
参
加
者

ら
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

共
に
歩
ん
だ
50
年

金
婚
式
を
祝
う

「
波
乱
万
丈
の
人
生
を
助

け
合
い
な
が
ら
こ
れ
ま
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
仲
良

く
過
ご
し
た
い
」

結
婚
50
年

木
野
田
三
吉
さ
ん

敏
子
さ
ん

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

11
月
下
旬
、
三
股
駅
東
側
に
設

置
さ
れ
た
三
股
駅
前
ト
イ
レ
に
悪

質
な
落
書
き
が
あ
り
ま
し
た
。

駅
前
ト
イ
レ
は
、
以
前
に
も
男

子
ト
イ
レ
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
鉛
筆

で
の
落
書
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、

町
担
当
職
員
が
巡
回
し
て
発
見
し

た
際
、
そ
の
都
度
消
し
て
い
ま
し

た
。今

回
の
落
書
き
現
場
は
、
同
ト

イ
レ
中
央
に
設
置
さ
れ
た
多
目
的

ト
イ
レ
で
、
室
内
壁
の
四
方
に
わ

た
り
、
塗
料
缶
ス
プ
レ
ー
で
落
書

き
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
は
、
こ
の
こ
と
に
厳
し
く
対

応
す
る
た
め
、
都
城
警
察
署
三
股

交
番
に
被
害
届
け
を
提
出
。同
署

は
こ
れ
を
受
理
し
、現
在
、器
物
損

壊
事
件
と
し
て
捜
査
し
て
い
ま
す
。

公
共
物
利
用
の

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を

10
月
16
日
、
三
股
町
鉄
道
Ｏ
Ｂ

会（
二
ノ
方
逸
郎
会
長
・
13
人
）
は
、

平
成
19
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労

者
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
宮
崎
県
知
事
表
彰

を
受
け
て
い
る
団
体（
平
成
15
年

度
同
会
受
賞
）
で
、
過
去
10
年
以

上
、
率
先
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
、
現
在
も
模
範
と
な
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
ま
た
は

団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

同
会
は
、
本
町
の
玄
関
口
で
あ

る
三
股
駅
の
環
境
美
化
活
動
や
高

齢
者
宅
訪
問
と
い
っ
た
活
動
が
認

め
ら
れ
、本
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

町
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

「
会
員
の
平
均
年
齢
は
81
・
２
歳
で
す
が
、
会
員
相

互
の
協
力
が
本
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。こ
れ

を
機
に
さ
ら
な
る
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
」

町
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
会
長

二
ノ
方
逸
郎
さ
ん

（
梶
山
）

山
本
ナ
ミ
子
さ
ん（
助
産
師
・
餅

原
）
は
、
母
子
保
健
事
業
へ
の
長

き
に
わ
た
る
貢
献
が
た
た
え
ら
れ
、

11
月
15
日
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
助
産

師
と
し
て
約
２
３
０
０
件
も
の
分

娩
に
立
ち
会
っ
た
ほ
か
、
昭
和
52

年
か
ら
妊
婦
健
診
や
新
生
児
妊
産

婦
訪
問
と
い
っ
た
本
町
事
業
に
も

積
極
的
に
協
力
。母
子
保
健
推
進

員
活
動
の
礎
を
築
き
、
育
児
不
安

の
軽
減
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
母

子
保
健
向
上
の
た
め
、
母
子
へ
の

継
続
的
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
に

助
産
師
、山
本
ナ
ミ
子
さ
ん

「
本
受
賞
は
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
で
地
域
の
母
子
保
健

事
業
に
貢
献
で
き
れ
ば
」

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

山
本
ナ
ミ
子
さ
ん

（
餅
原
）

10
月
27
日
か
ら
12
月
１
日
に
か

け
て
、
南
九
州
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

内
講
義
棟（
旧
宮
崎
産
業
経
営
大

学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
）で
、住
民
講

座「
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、町
と
都
城
市（
都
城
・

三
股
広
域
行
政
推
進
協
議
会
）
が

主
催
し
た
も
の
で
、
ふ
る
さ
と
振

興
基
金
を
活
用
し
た
事
業
で
す
。

本
町
の
町
民
と
都
城
市
民
の
合

わ
せ
て
28
人
が
参
加
し
、
期
間
中
、

同
大
学
園
芸
学
部
教
授
な
ど
の
４

講
座
を
受
講
。雑
草
の
防
ぎ
方
や

切
花
を
長
く
観
賞
で
き
る
方
法
な

ど
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

南
九
州
大
学
の
住
民
講
座

「
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

「
園
芸
専
門
の
先
生
方
の
講
座
で
役
立
つ
話
も
多
く
楽

し
く
参
加
で
き
ま
し
た
。大
学
に
親
し
み
を
持
つ
こ
と

も
で
き
ま
し
た
し
、
来
年
以

降
も
続
け
て
ほ
し
い
で
す
」

参
加
者

野
口 

律
子
さ
ん

（
蓼
池
）

11
月
１
日
、
植
木
地
区
で
操
業

し
て
い
た
株
式
会
社
イ
ト
ウ
ソ
ー

イ
ン
グ
の
代
表
取
締
役
で
あ
っ
た

伊
藤
忠
尚
さ
ん
と
そ
の
妻
、
行
子

さ
ん（
愛
知
県
）
が
役
場
を
訪
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
町
に
多
額
の
寄
付
を
行

い
ま
し
た
。

同
社
は
、
昭
和
45
年
に
本
町
誘

致
企
業
と
し
て
操
業
を
開
始
。以

来
平
成
18
年
ま
で
の
37
年
間
、
地

域
商
工
業
の
け
ん
引
役
と
し
て
本

町
の
経
済
進
展
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
夫
妻
は「
こ
れ
ま
で

か
か
わ
り
の
あ
っ
た
方
々
に
感
謝

と
お
礼
を
込
め
て
町
に
寄
付
し
た

い
」
と
二
人
合
わ
せ
て
１
０
０
０

万
円
を
本
町
に
寄
付
。本
寄
付
金

は
、伊
藤
さ
ん
夫
妻
の「
青
少
年
の

喜
ぶ
こ
と
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
趣
意
か
ら
、今
後
、本
町
の
青
少

年
健
全
育
成
の
た
め
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青少年健全育成に
多額の寄付を
いただきました

12
月
18
日
、
ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

（
中
山
富
士
子
会
長
・
13
人
）は
、子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で｢

エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー｣

を
開
き
ま
し
た
。

布
絵
本
と
は
、
布
や
フ
ェ
ル
ト

で
作
ら
れ
た
絵
本
の
こ
と
で
、
や

わ
ら
か
い
素
材
の
た
め
、
け
が
な

ど
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

触
感
が
良
く
、
立
体
的
な
作
り
も

で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

こ
の
日
は
布
絵
本
の
紹
介
の
ほ

か
、
エ
プ
ロ
ン
を
劇
場
に
仕
立
て

た「
大
き
な
株
」
を
披
露
。株
を
引

き
抜
く
場
面
で
は
、
子
ど
も
た
ち

も
話
し
手
と
一
緒
に
、
力
の
入
っ

た
掛
け
声
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

布
絵
本
で

本
に
親
し
み
を

12
月
９
日
、
障
害
者
余
暇
活
動

グ
ル
ー
プ｢

ひ
よ
こ｣

（
佐
多
幸
子

代
表
・
33
人
）
は
、総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー｢

元
気
の
杜｣

で
、餅
つ
き
を

行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
障
害
者
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
合
わ
せ
て
40
人
。

木
製
の
う
す
と
き
ね
を
使
っ
て
の

餅
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
場
で
は
、｢

よ
い
し
ょ｣

の
掛

け
声
に
合
わ
せ
て
き
ね
が
振
り
下

ろ
さ
れ
る
た
び
に
参
加
者
ら
の
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

同
団
体
が
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ

を
使
っ
た
ね
っ
た
ぼ
を
作
る
な
ど
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

障
害
者
余
暇
活
動

餅
つ
き
で
交
流

「
み
ん
な
で
餅
つ
き
を
し
て
、
一
緒
に
食
事
が

で
き
た
こ
と
で
、
親
睦
を
深
め
ら
れ
た
の
で
楽

し
く
過
ご
せ
ま
し
た
」

参
加
者

藏
元 

茂
志
さ
ん

「
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
た
ち
が
少
し
で
も
参
加
し
て
も

ら
え
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

中
山　

富
士
子
さ
ん（
右
）

宇
都
野
千
鶴
子
さ
ん（
左
）

12
月
20
日
〜
30
日
に
か
け
て
、

三
股
町
消
防
団（
中
村
修
一
団
長
・

１
６
０
人
）は
、「
年
末
夜
間
警
戒
」

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
火
災
予
防
を
は
じ
め
、

年
末
の
交
通
事
故
防
止
、
防
犯
な

ど
の
地
域
安
全
活
動
の
一
環
と
し

て
毎
年
同
消
防
団
が
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

初
日
の
20
日
は
、
そ
の
発
隊
式

が
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
年
末

警
戒
に
取
り
組
む
同
団
員
の
士
気

を
高
め
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
各
部
消
防
団
が
担

当
地
区
を
夜
間
巡
回
し
、
地
域
の

安
全
を
守
り
ま
し
た
。

年
の
瀬
の
事
件・
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、消
防
団
が
夜
間
警
戒

「
毎
年
、
本
活
動
で
年
末
年
始
の
事
件
・
事
故
防
止

に
役
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
一
年

を
通
し
て
、
町
の
安
全

を
守
っ
て
い
き
た
い
」

町
消
防
団
機
動
本
部
長

上
原 

雅
彦
さ
ん

（
上
米
）

犯
行
は
、
昨
年
の
11
月
30
日
の

午
後
か
ら
12
月
１
日
午
前
中
ま

で
の
間
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。町

と
都
城
警
察
署
で
は
、
現
在
も
当

時
の
目
撃
情
報
を
収
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

都
城
警
察
署　
三
股
交
番

☎
52
–
１
２
６
３

三
股
町
役
場　
総
務
企
画
課

☎
52
–
１
１
１
１

こ
の
よ
う
な
公
共
物
の
汚
損

や
破
損
は
、
こ
れ
ま
で
も
た
び
た

び
起
こ
っ
て
い
て
、
町
は
毎
回
復

旧
に
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
公
共

物
を
長
く
快
適
に
使
用
す
る
た

め
に
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
協

力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

公
共
物
利
用
の
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
詫
び
と
訂
正　
12
月
号
「
ま
ち
の
話
題
〜
社
会
福
祉
大
会
〜
」
の
中
で
、
上
新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
会
長
を
木
佐
貫
辰
夫
さ
ん
と
紹
介
し
ま
し
た
が
、
木
佐
貫
克
美
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
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。
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■共済金の請求窓口＝役場　案内窓口
■問い合わせ
　役場　案内窓口
　☎52−1111（内線182）

昭和23年5月3日に町制が施行されて
以来、本町は今年で60周年を迎えます。
そのため、町では、60年間の町内のあら
ゆる地域の行事、施設、道路（通り）など、
町の歩みを記録した写真を募集します。
お借りする写真は、データ化した後、返
却し、60周年記念誌に掲載するほか、60
年の歩みとして展示を行う予定です（い
ずれも写真提供者の氏名を掲載させてい
ただきます）。
つきましては、次のとおり募集します
ので、町民の皆さんが所有する写真をぜ
ひご提供ください！
■�募集写真＝昭和23年５月３日以降の
町内行事、施設、道路（通り）の写真。人
物を対象としている写真も可。
　例：�昭和25年の中学校入学（卒業）式

風景、昭和30年の子どもたちの遊
び、昭和40年の地域行事　など

※�いつ撮られたものか、何を撮ったもの
か、エピソード（逸話）、住所、氏名、連
絡先をご明記のうえ（写真提供者の紹
介・返却に利用します）、ご提供くださ
い。なお、提供者の個人情報は、本目的
以外に使用することは一切ありませ
ん。
■募集期限＝１月18日（金）まで
■写真受け付け・問い合わせ
　総務企画課　企画政策係
　☎52−1111（内線225）

町教育委員会では平成20年度小規模
特認校への転入学を希望する児童を募集
します。
自然環境に恵まれた小規模校の特性を
生かし、心身の健康・増進・体力づくりと
ともに、学ぶ楽しさと豊かな人間性を目
指したいと希望する保護者と児童に一定

の条件のもと、通学区域外からの転入学
を認めるものです。
■小規模特認校＝長田小学校
■�転入学の条件＝　　　　　　　　　　
転入学を希望する児童の本来通学す
べき学校が、三股小・勝岡小・三股西小
であること。
①学校長の意見書が必要です。
　�対象校への転入学を希望する際には、
学級編制や地域の子ども会などの活
動への影響が生じますので、必ず在籍
学校の先生と相談をしてください。申
し込みをする際には在籍学校長の意
見書が必要になります。しかし、新入
学の児童はこの限りではありません。
また、希望する対象校の学校長との面
接・意見書も必要になります。
②保護者の責任が伴います。
　�正規の通学区域を越えて通学すること
から、児童の通学は保護者の責任にお
いて送迎することになります。町の巡
回バス（くいまーる）の利用が可能な
ときは、その利用が認められます。ま
た、対象校のＰＴＡ活動への協力や学
校の指導体制などに関する協力がで
きる人となります。
③ �転入学の就学期間は１年以上の通　
年通学ができる児童とします。

■募集期間＝２月22日（金）まで
■申し込み・問い合わせ
　教育課　学校教育係
　☎52−1111（内線422・423）

日常生活を送っていると、さまざまな
民事トラブル（お金の貸し借り、売買の代
金の支払い、交通事故の損害、近隣関係、
建物の明け渡しなど）に出会うこともあ
るかと思います。当事者間では解決でき
ない場合などには、簡易裁判所の民事手
続きを利用してみませんか。
簡易裁判所の民事手続きの中でも、一
般住民に特に利用されているのが民事訴
訟と民事調停です。調停は、話し合いによ
る円満な解決をしていきます。合意の内
容は、調停調書に記載され、これには判決

と同じ効力があります。
最寄りの簡易裁判所では、手続きの概
要や申立の方法についての説明を受ける
ことができます。また、簡易裁判所には、
自分で簡単に作成することができる訴状
や調停申立書の定型用紙が備え付けられ
ています。
■問い合わせ
　都城市八幡町２−３
　都城簡易裁判所
　☎23−4143

三股町社会福祉協議会では、忌明寄付
を次のとおりいただきました。
故人のご冥福をお祈りいたしますとと
もに、社会福祉発展のために有意義に利
用させていただきます。
誠にありがとうございました。

三股町社会福祉協議会
平成19月11月１日から30日まで

第１地区公民館……………… 2万7,524円
　（ふるさとまつり助け合い愛の募金）

中村食肉（株）… ……………５万6,002円
　（ふるさとまつり募金）

町ボランティア連絡協議会	 １万7,270円
　（第11回ボランティアまつり寄付）

松山三枝子…………………１万　31円
　（災害義援金として）

●問い合わせ：三股町役場　TEL52-1111㈹　FAX52-4944

Mimata Information

町民誰でも参加できるイベントです。
持久走、ウォーキングに挑戦してみませんか？
「チャレンジＲＵＮ」は、自分のペースで
楽しく走る部門を設けました。
また、ジョギング感覚でも参加できる
距離もありますので、自分にあった距離
での走りを楽しんでください。
「ウォーキング」は、年代・体力にあった
コースを設定しました。三股の自然あふ
れる景色を肌で感じてみませんか？
■期日＝３月９日（日）
■場所＝町立文化会館前
（スタート・ゴール地点）
■内容＝
チャレンジＲＵＮの部
部　　門 内　　　容

５㌔の部
中学生男女・一般男女・一般39歳
以下（高校生含）・40歳代・50歳
代・60歳以上

２㌔の部 小学生高学年（小学4・5・6年生）

３㌔の部
中学生男女・一般男女・一般39歳
以下（高校生含）・40歳代・50歳以
上男女別の部・60歳以上

10㌔の部
一般男女・一般39歳以下（高校生
含）・40歳代（男子のみ）・50歳以
上（男子のみ）

１㌔・２㌔
の部

◦�1㌔の部…ファミリー（ペア）
　保護者と未就学児童
◦�2㌔の部…小学生低学年男女
　（小学1・2・3年生）

２㌔の部
フリー

小学1年生〜一般（年齢制限なし）
※ 記録・順位なし

チャレンジウォーキングの部
部　　門 内　　　容

てくてくコース
ゆっくり楽しみたい人。ファ
ミリー（ペア）参加もできます。

（約４㌔）

すたすたコース
ゆっくり遠くへ足を延ばして
みたい方。（約8.5㌔）ファミ
リー（ペア）参加もできます。

※�雨天の場合は、武道体育館でレクリ
エーションを行います。
■参加料（参加賞・保険料込み）＝
チャレンジRUN
小・中学生… …………………… 500円
一般（高校生・大学生含む）… …1,000円
ファミリー（ペア）… …………1,000円
ウォーキング
１人当たり………………………1,000円
※ただし、未就学児は無料
■申し込み＝申込書に必要事項を記入の
うえ、参加料を添えて申し込んでくださ
い。申込書は中央公民館または健康管理
センターにあります。
■申込締切＝２月22日（金）　期日厳守

※�参加者全員を対象にお楽しみ抽選会を
実施。豚汁とおにぎりもあります。
■申し込み・お問い合わせ
　教育課　生涯学習係（中央公民館内）
　☎52−1111（内線431・433）
　健康管理センター
　☎52−8481

交通災害共済は、交通事故で死亡・障
害・ケガをした場合に、見舞金をお支払い
する相互扶助の制度です。
平成20年度の加入申し込みを次のと
おり受け付けます。
■�募集期間＝２月１日〜３月31日　　
（共済期間４月１日〜平成21年３月31
日まで）　　　　
■�加入資格＝町内に住民登録・外国人登
録している人
※�就学（学生）のために一時的に転出して
いる方も加入できます。
■�申込方法＝申込書に必要事項を記入し、
共済掛金を添えて支部長に、または役
場、郵便局（ゆうちょ銀行）で申し込み
をしてください。
※申込用紙は支部長宅、役場にあります。
■共済掛金＝１人につき500円

■お知らせ

一般寄付（社会福祉協議会へ）

宮崎県市町村交通災害
共済の加入申し込み
について

転入学児童募集

愛のご寄付

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

｢身近な民事トラブル
解決は簡易裁判所で｣

ご注意ください！
悪徳商法にご注意ください！

<被害内容> 
「物干しざお１本イチ、キュウ、パ」という移動販売の声を聞き、
１，９８０円なら安いと思い呼び止めた。怖い感じの人だった
が、すぐに「おばあちゃん、２階の物干し場まで運んであげるよ」
と言うので、購入することにした。設置後、1万9,800円を請求
された。怖かったので仕方なく買ったけれども、高過ぎる。

【ひとこと助言】
業者は、まず「安い」と勘違いさせるような呼びかけを行ってい
ます。次に、親切心を装い、物干し台まで運び、場合によってはさ
おを物干し台のサイズに合わせて勝手に切り、消費者が業者の
言い値で買わざるを得ない状況にしています。また、消費者は領
収書などを受け取らずに買わされてしまい、その後業者を特定で
きず、解約、返金が困難になる場合が多く見受けられます。

※�移動販売の売り文句に惑わされず、呼び止めは慎重に。また、
購入前には必ず物干しざおの価格や材質を確認し、納得がい
かなければ　きっぱりと断りましょう。疑問に思ったら消費生
活センターに相談しましょう。

内閣府　（社）全国消費生活相談員協会　見守り新鮮情報第22号より　

■問い合わせ
　都城地方消費生活センター
　　都城市北原町16−1　☎24−0999
　総務企画課　行政係
　　☎52−1111（内線234）

アスリートタウンIN三股
「第７回チャレンジRUN
＆ウォーキング大会」

今年は町制60周年です！
昭和23年以降の写真
をお貸しください！

和田キサ子 夫 貞生 76 小鷺巣 ３万円

前田美和 夫 利秋 82 東　原 ３万円

福留斌
あや

子
こ

夫 哲郎 68 前　目 ３万円

徳丸江
ゆう

湖
こ

兄 和田幸男 85 小鷺巣 １万円

馬渡富
ふ

三
み

男
お

父 平男 94 仮　屋 10万円

平田アヤ子 夫 武光 69 餅　原 １万円

段徳子 夫 紘一 66 大鷺巣 ２万円

桑畑寛子 夫 文雄 81 上　新 10万円

松山ヤス子 夫 和美 77 大　野 ３万円

横山郁子 夫 正彦 72 三　原 ５万円

大盛マサ子 夫 春雄 80 大鷺巣 ２万円

黒木靖子 夫 勝美 69 大鷺巣 ３万円

平川英輔 義母 小倉ハツミ 88 下　新 10万円

小倉興太郎 母 ハツミ 88 山口在住 10万円

中原ヤエ子 夫 貞夫 80 前　目 10万円
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎５２−８４８１

●リズムウォーキング
■期日＝１月21日（月）
■時間＝午前11時〜正午

※�ストレッチや「歩く」動作を中心とした運動を行います。
●子宮がん検診【集団検診・子宮頸部】
■�対象者＝20歳以上の三股町民で生まれた年が元号で偶数
年の人（例：昭和20年、昭和42年）

■期日＝１月22日（火）・１月23日（水）
■受付時間＝【午前の部】午前９時〜10時
　　　　　　  【午後の部】午後１時〜２時
■場所＝健康管理センター
■料金＝900円　※以下の人には費用免除があります
■費用免除＝
①老人医療受給者証を持っている人
　当日、受給者証をお持ちください。
②�生活保護世帯の人
　�役場福祉課で費用免除の証明書の交付を受け、当日お持
ちください。
※どちらも、当日忘れた場合の免除はできません。
※�子宮がん検診に対する町からの助成は、集団検診または
指定医療機関で受診する個別検診のどちらか一方だけ
となっています。平成19年５月以降に個別検診を受けた
人は受診できません。

介護保険料を納めないと介護サービスが制限されます
●介護高齢者係（内線１６２・１６３）

保険料を滞納すると、介護サービスを利用するときに、次のよ
うに制限を受けます。
◦１年以上滞納すると
保険料を1年以上滞納すると、介護にかかる費用の全額を
利用者がいったん自己負担し、介護保険から給付される分
（費用の９割分）が申請により後で支払われる形となります。

◦１年６カ月以上滞納すると
保険料を１年６カ月以上滞納すると、費用の全額を利用者
が負担し、上記９割分が、申請しても一部または全部が差し
止めとなったり、その後も滞納が続くと、現在滞納してる保
険料と相殺されます。

・２年以上滞納すると
利用者が負担する１割分の費用が３割に引き上げられた
り高額介護サービスが受けられなくなったりします。

以上のように保険料を滞納することにより、介護保険制度の
利用が制限されますので、滞納のないようにお願いします。
・「口座振替」のおすすめ

現在介護保険料を納付書で納めている人には、「口座振替」
をお勧めしています。口座振替は、保険料が申請された口座
から定期的に引き落とされますので、振り込む時間と手間が
省け、納め忘れがなく大変便利です。ぜひご利用ください。

介護保険料の納め方は、２種類あります。
※普通徴収（納付書により納付）の人
  ◎年金額が年額18万円未満の人
  ◎年度途中で65歳になった人、転入された人

※特別徴収（年金天引き）の人
  ◎年金額が、年額18万円以上の人

（注）�年金額が年額18万円以上の人でも、年金の現況届を遅れて
提出したり、年度の途中で所得段階が変わった時は、普通
徴収になります。

介護保険認定の更新申請について
●介護高齢者係（内線162）

認定有効期間満了日の60日前から更新の申請ができます。実
際にサービスの利用がある人は、更新の手続きが行われない場
合、全額自己負担となりますのでご注意ください。
現在、介護保健サービスを利用しない人については、手続きの
必要はありません。今後利用するときに認定の申請をしても構
いません。

地域包括支援センターからのお知らせ
●基本チェックリストはご存知ですか？介護予防事業のご案内（３）
●地域包括支援センター　☎５２−８６３４

高齢になっても、心身の状態は意識して使えば向上していき
ます。逆に身体も頭も使わないと衰えてしまいます。高齢になっ
ても元気に生き生きと生活するためには、生活機能が低下して
いないかどうかを早期に発見し、対処することが必要です。
自分の状態を知るために、基本チェックリストを活用してみ
ましょう。シリーズでお届けします。
今回は、《運動器の機能向上編》足腰の状態のチェックです。
1.階段を手すりや壁をつたわらずに立ち上がっていますか。

｛　はい（０点）　・　いいえ（１点）　｝
2.いすに座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。

｛　はい（０点）　・　いいえ（１点）　｝
3.15分間位続けて歩いていますか。

｛　はい（０点）　・　いいえ（１点）　｝
4.この一年間に転んだことはありますか。

｛　はい（１点）　・　いいえ（０点）　｝
5.転倒に対する不安は大きいですか。

｛　はい（１点）　・　いいえ（０点）　｝
点数が５点満点中３点以上の人は、特に注意が必要です。今後介
護が必要な状態になる可能性が高いと予想されます。気になること
がありましたら、地域包括支援センターまでご相談ください。次回
は、「栄養機能」、「口腔機能」についてのチェック項目を紹介します。

Mimata  Health & Welfare Guide

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎５２−８４８１

●赤ちゃん健診
■期日＝２月１日（金）
■受付＝午後１時15分〜１時45分
■持ってくるもの＝母子手帳

●もぐもぐ （離乳食） 教室
■期日＝１月23日（水）
■時間＝午前９時30分〜正午
■持ってくるもの＝�母子手帳、バスタオル、おんぶひも　　

エプロン、三角きん　　※託児あり
●赤ちゃんマッサージ
■期日＝１月28日（月）
■時間＝午前１時30分〜２時30分
■対象者＝生後２か月〜５か月児と保護者20組
■持ってくるもの＝バスタオル、母子手帳
※事前に申し込みをしてください。

●マザークラス・パパママ教室
■期日＝１回目／2月7日（木）、２回目／2月13日（水）、
　　　　３回目（パパママ教室）／2月17日（日）
■時間＝午前９時30分〜11時30分まで
　　　　（ただし、３回目は正午終了です）
■持ってくるもの＝母子手帳、体操のできる服装

●キッズクッキング
■期日＝１月27日（日）
■時間＝午前９時30分〜午後１時
■対象者＝３歳以上の未就学児と保護者
■内容＝お昼ごはんをつくろう（講話と調理）
■持ってくるもの＝�エプロン、三角きん（大きめのハンカ

チ）、米0.5合／人
■参加費＝１人200円
※事前に申し込みをしてください。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　 ☎５２−８１０１

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
■期日＝１月17日（木）　
■時間＝午前10時〜11時
　　　　子育てサークル「いもん子クラブ」さん

●親子ふれあいコンサート（小さな音楽会）
■期日＝１月22日（火）　
■時間＝午前10時〜11時
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●親子教室
■期日＝１月29日（火）　
■時間＝午前10時〜11時

■内容＝「鬼の面作り」
●にこにこ教室（お誕生会）
■期日＝１月31日（木）　
■時間＝午前10時〜11時
■内容＝�12月／１月生まれのお友達をみんなで一緒にお祝

いしましょう♪

平成20年度の保育所入所受け付けが始まります
●児童福祉係（内線１６６）

新規申込者は次の要領でお申し込みください。
現在入所している児童については別途保育園を通じて案内し
ます。面接は全員行います。
◎新規申し込み
■申込書配布場所＝
　町内の各保育園または役場福祉課（７番窓口）
■申込書提出期限＝１月31日（金）まで
■�申し込み先＝町内11の各保育園へ提出してください。町外
保育園に入所希望の人は面接日に提出してください。

■�必要書類＝入所申込書・平成19年分源泉徴収票の写し・就
労証明が必要です。確定申告をする人は、申告した後に申
告書の控えを２月28日（火）までにご提出ください。　　　
　平成19年１月１日現在、町に住民票がない人は、住んで
いた市町村から平成19年度課税証明書（両親分）を取り寄
せてください。

※�母子家庭については児童扶養手当証書、健康保険証を、父子家
庭については父子家庭医療費受給資格者証、健康保険証をお
持ちください。証書がない人は、戸籍謄本と住民票を１通ず
つ提出してください。
※在宅身障者世帯は、身障者手帳・療育手帳をお持ちください。
※�そのほかの必要書類を面接のときにお願いする場合もありま
すので、あらかじめご了承ください。

◎面接
新規、継続の入所を問わず全員行います。町内保育園につきま
しては、各保育園で次の日程で受け付けします。時間はいずれも
午後３時30分〜６時です。
２月 4日（月） くるみ保育園 ☎52−2716

２月 5日（火）
こばと保育園 ☎52−1097
すみれ保育園 ☎52−1363

２月 6日（水）
ひまわり保育園 ☎52−1377
三股中央保育園 ☎52−1228

２月 7日（木）
稗田保育園 ☎52−5889
蓼池保育園 ☎52−5060

２月 8日（金） りんどう保育園 ☎52−3949

２月12日（火）
ひかり保育園 ☎52−1376
わかば保育園 ☎52−1370

２月13日（水） みどり保育園 ☎52−5002
２月14日（木） 役場４階第２会議室 （内線）166

◎町外保育園希望者、転園希望者、退園希望者
※�入所は、定数の関係上、必ずしも第１希望に入所できない場合
がありますので、あらかじめご了承ください。
※�面接日に来園できない人は、２月18日（月）以降に役場福祉
課（７番窓口）へお越しください。



いきいき げんき！● 問い合わせ：
　健康管理センター
　 ☎52−8481 〜大人もいっしょに「食育」〜

食育って？　毎日の食事によって身体が作られ、食事の質によって健康の質まで変わってしまいます。食べ物を選ぶ力、正しい知識を身につけ、
　　　　　 心も体も健全な食生活を実践することができる人間を育てる教育のことです。

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定
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Life & Tax

■税 ● 問い合わせ：税務財政課　TEL 52-1111㈹　FAX 52-4944

１月31日（木）は納付期限です
●納税管理係（内線144・147）

納付期限内に納付しましょう。
●町県民税（4期）
●国民健康保険税（７期）
※�口座振替は１月25日（金）が振替日です。再振替は
行っていません。24日（木）までに預貯金口座の残高
確認をお願いします。　　　　　　　　　　　　　
　残高不足などで振替ができなかった場合は、その
納期分の納付書を送付しますので、納付書で納めて
ください。

「納税相談」ご利用ください
●納税管理係（内線144・147）

税金は納付期限内に納めていただくのが原則ですが、

思わぬ事故や病気、失業など、やむを得ない特別な事情が
あって納付期限内に納められないときは、印かんをお持
ちのうえ、早めにご相談ください。年度を繰り越す滞納と
ならないように、分割納付の相談や各種納税相談をお受
けします。

償却資産申告書の送付について
●資産税係（内線142・143）

償却資産の申告書の提出が、１月31日（木）までとなっ
ています。
事業を営む法人または個人で、固定資産税の対象とな
る償却資産（事業用資産）を１月１日現在に所有している
人は、先に送付しました申告書を期限までに必ず提出し
てください。
なお、記入方法など、ご不明な点がありましたらお問い
合わせください。

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税がいきている ・たばこは町内で買いましょう

★たのしく・かしこく・きちんと食べる★

毎月19日は食育の日

旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいことづくしです。
旬の食材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

１月の旬食材…だいこん　だいこん：春の七草の『すずしろ』といえば、 
だいこん。このだいこんの根にはジアスターゼ(でんぷん分解酵素)が含まれているので、消化を助け、
胸やけなどの予防に効果的です。また、皮にはビタミンPが多く、これは毛細血管を強くする働きがあ
ります。生でも加熱しても漬けても干してもおいしい食材です。　（表示の材料はすべて1人分です）

◎黄・緑・赤の皿　だいこんと豚のあったか豆乳鍋
　【主食２つ（SV） 主菜２つ（SV） 副菜１つ（SV）】
　490㌔㌍／塩分3.5㌘
材　　料　�豆乳…80cc、水…50cc、コンソメ…１／２コ、しょうゆ…小さじ

１、豚肉薄切り…50㌘、大根…50㌘、にんじん…25㌘、しめじ…
25㌘、中華めん（蒸し）…100㌘、細ねぎ…適、七味唐辛子…少々

つくり方　�①大根、にんじんは皮むき器でうすくそぐ。　②豚肉は一口大に
切る。しめじは小房に分ける。　③豆乳、水、コンソメ、しょうゆ
をなべに入れ、火にかけ、具材を煮ながらいただく。好みでねぎや
七味をかける。

◎緑の皿　ブロッコリーのチーズ和え
　【副菜１つ（SV）牛乳１つ（SV）】
　70㌔㌍／塩分0.6㌘
材　　料　�ブロッコリー…50㌘、粉チーズ…大さじ１／２、オリーブ油…小

さじ１、塩…小さじ１／８、コショウ…少々

つくり方　�①ブロッコリーは小房に分けて、色よくゆで、水気を切る。　②
ドレッシングの材料を全部まぜ、ブロッコリーを和える。

◎白の皿　黒豆のデザート
　【牛乳１つ（SV） 】 110㌔㌍／塩分0㌘　
材　　料　�黒豆甘煮（おせち）…５粒、牛乳寒天(欄外の作り方を参照)…１／

６量、いちご…３粒
つくり方　�①器に、一口大に切った寒天を入れ、黒豆といちごを彩りよく盛

り付ける。

＊参　照　牛乳寒天　（全量で330㌔㌍　塩分0㌘）
材　　料　粉寒天…４㌘、水…300cc、砂糖…40㌘、牛乳…300cc
作 り 方　�①粉寒天と水を鍋に入れ、かき混ぜながら煮溶かす。　②砂糖を

加え、溶けたら火を止め、牛乳を加えて混ぜる。　③容器に流し
込み、冷やし固める。

10 木 ◦トレイ・ペット
11 金 ◦可燃物
12 土

13 日

◎相良内科（内） ☎22-4086（前田町）
◎有馬医院（内・小） ☎23-2610（上長飯町）
◎瀬ノ口内科（内） ☎25-7780（都原町）
◎倉内整形（整） ☎22-1252（上　町）
◎山路医院（外・内） ☎64-3133（山田町）
◎丸田病院（産・婦） ☎23-7060（八幡町）

14 月

◎田中内科（内） ☎23-5872（北原町）
◎黒松病院（内） ☎38-1120（金田町）
◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）
◎たかお浜田（外・内） ☎22-8818（鷹　尾）
◎花房医院（泌） ☎25-1177（北原町）
◎たき心療内科（心内・精・神内）☎46-9191（若葉町）

◦図書館休館日
15 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
16 水 ◦不燃物 ◦図書館休館日
17 木 ◦缶・びん
18 金 ◦可燃物
19 土

20 日

◎ふくしまクリニック（内・消・小）☎46-5001（下川東）
◎稲津医院（内・婦） ☎23-7501（花繰町）
◎大橋クリニック（内・消・リハ） ☎37-0539（庄内町）
◎マドコロ外科（外・胃・整） ☎22-0138（小松原町）
◎はまだクリニック（外・胃・肛） ☎45-2266（祝吉町）
◎ふたみ眼科（眼） ☎38-5532（都北町）

21 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
22 火 ◦可燃物
23 水

24 木 ◦トレイ・ペット
25 金 ◦可燃物
26 土

27 日

◎海老原記念（内） ☎22-2240（立野町）
◎ケイオークリニック（内・小） ☎46-4500（一万城町）
◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）
◎仮屋外科（外・胃・内・肛門） ☎25-7712（志比田町）
◎庄内医院（外・内・整） ☎37-0522（庄内町）
◎武田産婦人科（産・婦） ☎22-0336（蔵原町）

28 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
29 火 ◦可燃物

30 水

31 木

1 金 ◦可燃物
2 土

3 日

◎有川医院（呼吸・胃） ☎24-6677（上川東）
◎あきと内科胃腸科（内・胃）☎46-5500（都原町）
◎仮屋医院（内・小） ☎36-0521（上水流町）
◎もちお蛯原医院（整形・形成）☎21-5355（蓑原町）
◎ゆうクリニック（消・外・内）☎46-6100（広原町）
◎岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎51-1187（三股町）

4 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
5 火 ◦可燃物
6 水

7 木 ◦缶・びん
8 金 ◦可燃物
9 土

10 日

◎森山内科クリニック（内） ☎21-5000（南鷹尾町）
◎原田医院（内・小・外） ☎26-3330（郡元町）
◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）
◎川畑医院（外・胃） ☎46-3225（年見町）
◎小牧病院（整） ☎24-1212（立野町）
◎吹上耳鼻科（耳鼻） ☎21-4133（鷹　尾）

11 月

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）
◎しげひらクリニック（内） ☎27-5555（神之山町）
◎田中隆内科（内） ☎52-0301（三股町）
◎野口脳神経外科（脳外科）☎47-1800（太郎坊町）
◎速見医院（泌） ☎24-8344（妻ヶ丘町）
◎くぼた眼科（眼） ☎26-3100（南鷹尾町）

◦図書館休館日
12 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
13 水 ◦不燃物
14 木 ◦トレイ・ペット
15 金

16 土

17 日

◎瀬ノ口医院（内・消） ☎25-5155（姫城町）
◎松山医院（内・呼吸・リウ） ☎24-1046（上川東）
◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）
◎福田クリニック（外・循・内）☎46-1122（蓑原町）
◎酒井皮膚科（皮） ☎25-5322（北原町）
◎中山産婦人科（産・婦） ☎23-8815（前田町）

18 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
19 火 ◦可燃物
20 水 ◦図書館休館日
21 木 ◦缶・びん
22 金 ◦可燃物
23 土

※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので
　☎23-5555でご確認ください。

（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に
　問い合わせてください。

笑顔あふれる児童館で

町内にある12カ所の児童館は、毎日子ど
もたちの笑顔でいっぱいです。
12月21日、上米児童館では、子どもたち
が新年の干支の置物作りに精を出してい
ました。この置物作りの前には、クリスマ
スの飾り物を作ったとか。子どもたちも師
走は忙しいようです。

くらしのカレンダー
10. January ~ 23. February 2008

みまた

◎今月の表紙

くらしのカレンダー

『新年も元気だよ！』

◎１月の予定

◎２月の予定
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お便りやイラスト、お子さまの写真を募集しています。
皆さまからのお便りを募集しています。ふだん生活で感じたことや皆
さんへのお願いごとなどを400字以内に、またアニメのヒーローなど
をお書きの上、お送りください。

◎わが家の一番星
３歳以下のお子さまの写真とコメントを添えてお申し込みください。

■問い合わせ　総務企画課企画政策係　☎52-1111

◦男／11,561人◦女／13,141人
◦計／24,702人◦前月比－4人
◦世帯数／9,377戸（＋11戸）
◦出生／14人◦死亡／17人
◦転入／81人◦転出／82人

三股町の人口
平成19年12月１日現在

発行・編集／三股町総務企画課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町のおいたち
三股町にはいろいろ発掘される土器から、新石
器時代より各所に人が住んでいたことがうかがわ
れます。また、その名の起源は「古くから川三条、股
になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」
をとどめているといわれています。徳川時代は薩摩
藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸長役
場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼
たる原野に土木をおこし、産業を奨励し教育の振
興をはかって村造りをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。
明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和
23年５月３日に町制を施行して名実ともに三股町と
して発足しました。以来自治の発展に努め、文化農
村建設へと邁進し、さらに今や数多くの企業誘致
により町民の所得向上をはかりながら住みよい豊
かな田園工業都市をめざして躍進しています。

◎町章
町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。
◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ
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し
て
い
き
ま
す

の
で
、引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
本
年
も
皆
さ
ま
方
に
と
り
ま
し

て
、
よ
り
す
ば
ら
し
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
〈
♪
〉

岩　
崎　
民　
子

父
の
植
え
し 

山
茶
花
の
咲
く 

父
の
墓

わ
れ
に
な
ほ 

残
る
と
き
め
き
畑
隅
に 

合
歓
の
小
さ
き 

苗
木
植
ゑ
た
り

桑　
畑　
ト
ミ
子

秋　
元　
満　
雄

台
湾
に 

転
勤
決
ま
り
し
息
子
に
て 

五
歳
の
孫
も 

が
ん
ば
る
と
云
ふ

[

短
歌]

 

◆
三
股
短
歌
会

[

俳
句]

 

◆
三
股
椿
寿
俳
句
会

【

】

榎　
田　
　
都　

年
も
あ
る
が
、
今
は
白
に
赤
い
斑
入
り
の
花
を
つ
け
て
い
る
。サ

ザ
ン
カ
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
父
で
あ
っ
た
。

今
は
父
母
の
眠
る
こ
の
墓
に
、
父
が
サ
ザ
ン
カ
を
植
え
た
の
は
昭

和
40
年
代
だ
っ
た
と
思
う
。刈
り
込
み
す
ぎ
て
花
を
見
ら
れ
な
い

年
輪
の 

ま
た
一
つ
増
え 
年
明
く
る

友
人
が
は
か
な
い
よ
う
な
小
さ
な
ね
む
の
苗
木
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
畑

隅
に
植
え
た
と
こ
ろ
、
こ
の
秋
に
は
枝
が
い
っ
ぱ
い
で
て
き
た
。（
12
月
記
）

昔
、
実
家
の
庭
に
大
き
な
ね
む
の
木
が
あ
っ
た
。
い
つ
の
間
に
か
枯
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
あ
の
淡
い
ピ
ン
ク
の
花
に
寄
す
る
思
い
は
忘
れ
難
い
。
こ
の
春
、

教
室
に
と
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
、
ば
あ
ば
安
心
し
て
ね
」
と
電
話
を
掛
け

て
く
れ
ま
す
。

息
子
は
仕
事
で
台
湾
に
単
身
赴
任
し
ま
し
た
。
５
歳
の
孫
は
「
マ
マ
と
二

人
で
も
寂
し
く
な
い
よ
。
幼
稚
園
が
終
わ
っ
た
後
、
サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン
ス

に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

齢
と
と
も
に
一
年
一
年
が
早
く
、
年
輪
が
ま
た
一
つ
増
え
ま
し

た
。い
つ
の
間
に
か
八
十
路
の
坂
に
近
づ
く
歳
と
な
り
、
万
感
胸

109

★

門か
ど

分わ
け

蒼そ
う

大た

く
ん
（
０
歳
）

◎
平
成
19
年
５
月
17
日
生
ま
れ

◎
俊
朗
さ
ん
・
未
来
さ
ん
の
長
男

和わ

田だ

幸ゆ
き

乃の

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

◎
平
成
18
年
12
月
22
日
生
ま
れ

◎
真
祉
さ
ん
・
千
織
さ
ん
の
長
女

パパとママのところに生まれてきてくれて、
ありがとう！！

昇
じ
い
ち
ゃ
ん
、
わ
た
し
も
ゴ
ル
フ
に
連
れ
て

行
っ
て
ね
！
そ
れ
ま
で
お
庭
で
練
習
だ
ぁ
ー
！

「
今
年
k
目
標
」

【
今
回
の
テ
ー
マ
】

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
編

今年の目標は
決まっていますか？
今回は、子育て支援センターに遊びにきていた親

子に「ことしの目標」を教えてもらいました。
新年になり、気持ちも新たにお過ごしのことと思

います。昨年成し得ずに今年も継続しようという目
標も、今年新たに立てた目標も、それぞれが生活す
るうえでの張り合いとなります。自分が立てた目標
に少しでも近づけるように、今年も悔いのない一年
間を過ごしたいですね。


